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▲松岡幼稚園園舎完成予想図

も
く
じ

１１１２３
２
：
…
…
・
木
の
も
つ
や
わ
ら
か
さ
、
温
か
さ
を
生

２３９

か
し
て
、
表
紙
説
明

２０念
３
…
・
・
…
・
よ
み
が
え
る
縄
文
時
代
、
古
代
人
の
く

室公
ら
し
（
小
場
遺
跡
の
特
別
展
開
催
中
）

賑
４
～
５
．
：
第
十
七
回
高
萩
ま
つ
り
、
山
形
県
新
庄

一
ｒ所

市
か
ら
特
別
出
演
、
市
民
と
一
緒
に
輪

役市

に
な
っ
て
、
藺
洲
か
ら
の
研
修
生
ほ
か

萩高
６
～
７
…
少
年
非
行
防
止
を
呼
び
か
け
パ
レ
ー
ド
、

／行
私
の
ア
イ
デ
ア
料
理
、
私
と
ボ
ラ
ン
テ

発

イ
ァ
、
高
萩
高
校
生
会
市
内
キ
ャ
ラ
バ

集

編
ン
ほ
か

園

８
～
９
…
海
を
き
れ
い
に
、
秋
山
小
学
校
が
県
大

木のもつやわらかさ
あたた

温かさを生かして

昭和62年度の予算に計上され，準備が進められていた松岡幼

稚|刺の園舎改築工事が， このほど発注されました。

木のもっているやわらかさ，温かさを生かした木造園舎が来

年の1月中旬には完成することになります。これは，教育関係

施設の木造建築が見直きれていることや，松岡地域力§歴史的な

環境をもつ地域であること，地場産業の木材利用などの理由で

木造園舎を建てることになったものです。

地元や関係者のみなさんは， いまから木の香りも新しいざん

新なデザインの松岡幼稚園の完成を楽しみにしています。

（
》

14 ２
３

～
１
１

10

1
11

施設の概要

き ぎ ” お

工事場所下手綱字雄子ノ尾34番地

工事期間 IIH和62年7月151 1から昭和63年1月10H

(180日間）

工事規模敷地面積約3,400nf

園舎面積木造平屋建428㎡

体育器具兼倉庫木造25㎡

灯油保管庫ブロック造 4㎡

外構工事敷地造成， アスファルト舗装

設置樹木植栽，遊具設置

総工事費約9,000万円

会
に
出
場
、
第
八
回
松
岡
支
部
球
技
大

会
、
は
じ
め
て
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
大
会

で
六
人
と
三
団
体
が
表
彰
ほ
か

工
業
団
地
を
訪
ね
て
、
高
萩
献
血
連
合

会
創
立
十
周
年
記
念
感
謝
状
贈
呈
式
、

下
水
道
の
は
な
し
②
、
高
萩
の
昔
話
と

民
俗
ほ
か

老
齢
福
祉
年
金
受
給
者
の
み
な
さ
ん
へ
、

児
童
扶
養
手
当
等
「
現
況
届
」
の
提
出

を
、
文
化
会
館
も
よ
お
し
も
の
、
仕
事

の
依
頼
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
、
第
七

回
市
民
テ
ニ
ス
大
会
ほ
か

日
曜
当
番
医
、
献
血
だ
よ
り
、
善
意
の

窓
、
産
業
祭
の
出
品
物
を
募
集
し
ま
す
、

絵
と
文
、
人
口
と
世
帯
ほ
かｰ

フェンス

害二＝一三三＝＝＝＝二＝一一
目＝ ■■■

今
年
も
、
暑
い
夏
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
市
内

の
各
小
・
中
学
校
で
は
、
一
斉
に
プ
ー
ル
の
授
業

が
始
ま
り
、
夏
休
み
に
入
っ
て
も
連
日
、
子
ど
も

た
ち
の
大
き
な
歓
声
が
プ
ー
ル
サ
イ
ド
に
こ
だ
ま

し
て
い
ま
す
。

高
萩
中
学
校
で
も
、
青
春
真
っ
た
だ
中
の
子
ど

も
た
ち
が
、
夏
の
猛
暑
を
吹
き
飛
ば
す
よ
う
な
勢

い
で
、
楽
し
そ
う
に
泳
い
で
い
ま
し
た
。

夏
休
み
が
終
わ
る
こ
ろ
に
は
、
ま
っ
黒
に
日
焼

け
し
た
、
子
ど
も
た
ち
の
元
気
な
姿
が
み
ら
れ
る

こ
と
で
し
ょ
う
。

青
春
真
っ
た
だ
中

夏
の
猛
暑
を
欧
き
飛
ば
せ

表
紙

高
萩
中
学
校

テレフォンサービス「市政案内」は 223 1151 . 1152です－
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深鉢土器

よみがえる縄文時代

古代人のくらし（小場遺跡の特別展開催中）

7月21日(州～9月27日（日）

（ただし， 月曜日は休館日です｡)

ー

～国皇民俗官制函～

小
場
遺
跡
（
上
手
綱
）
は
、
常
磐
自

動
車
道
の
建
設
に
伴
い
、
昭
和
五
十
九

年
五
月
か
ら
十
二
月
に
か
け
て
発
掘
が

行
わ
れ
た
遺
跡
で
す
。

こ
の
遺
跡
は
、
阿
武
隈
高
地
か
ら
東

に
張
り
出
し
た
台
地
の
先
端
部
に
位
置

し
、
近
く
に
関
根
川
、
関
根
前
川
が
流

れ
る
好
条
件
の
場
所
で
あ
っ
た
た
め
、

縄
文
時
代
の
数
多
く
の
貴
重
な
遺
構
や

遺
物
が
検
出
さ
れ
、
縄
文
時
代
中
期
か

ら
晩
期
に
か
け
て
古
代
人
が
生
活
を
営

ん
だ
跡
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た

堅
穴
式
住
居
跡
は
、
中
期
末
一
軒
、

後
期
二
十
三
軒
、
晩
期
五
軒
が
調
査
さ

れ
、
配
石
遺
構
百
八
十
一
基
、
土
坑
三

百
四
十
四
基
、
埋
設
土
器
十
一
基
が
検

ｑ
検
出
さ
れ
た
住
居
跡

出
さ
れ
て
い
ま
す
。

出
土
遺
物
は
、
膨
大
な
数
に
の
ぼ
り

現
在
約
九
分
の
一
（
約
九
千
点
）
の
調

査
が
終
わ
り
ま
し
た
が
、
土
器
で
は
、
中

れ
い

期
前
葉
の
も
の
か
ら
弥
生
時
代
黎
明
期

の
も
の
ま
で
の
広
い
範
囲
に
及
ん
で
い

ま
す
。

ま
た
、
後
期
後
葉
の
土
器
や
晩
期
の
土

器
に
は
、
東
北
系
の
影
響
を
受
け
た
と

思
わ
れ
る
土
器
が
多
く
、
当
遺
跡
が
関

東
と
東
北
の
接
点
に
位
置
し
て
い
た
こ

と
が
わ
か
り
ま
す
。

住
居
跡
は
二
十
九
軒
確
認
さ
れ
ま
し

た
が
、
そ
の
う
ち
の
十
一
軒
は
後
期
中

葉
に
使
わ
れ
た
も
の
で
、
こ
の
こ
ろ
最

も
集
落
が
栄
え
て
い
た
と
思
わ
れ
ま
す

ま
た
百
八
十
一
基
検
出
さ
れ
た
配
石
遺

構
は
、
後
期
後
葉
か
ら
晩
期
に
か
け
て

盛
ん
に
つ
く
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま

す
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
集
落
と
し
て

盛
ん
に
使
わ
れ
て
い
た
の
は
、
後
期
中

葉
の
こ
ろ
で
、
後
期
後
葉
か
ら
晩
期
に

‐
ｊ
）

か
け
て
は
、
集
落
の
ほ
か
に
祭
祀
、
儀

礼
の
場
と
し
て
よ
く
使
わ
れ
た
ろ
う
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

こ
れ
は
、
出
土
遺
物
を
み
て
も
深
鉢

土
器
や
浅
鉢
土
器
の
ほ
か
に
、
香
炉
形

土
器
、
注
口
土
器
、
土
偶
、
石
棒
、
石

剣
な
ど
祭
祀
用
に
使
わ
れ
た
と
考
え
ら

れ
る
遺
物
が
、
数
多
く
出
土
し
て
い
る

こ
と
か
ら
も
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。 ‐

“

せぎそ『 〈

▼石鍼

▲4 亀
〈ぽぷ

▲凹石

0 ＊ ▲石棒▲石剣

駒
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正
調
賞
受
賞
団
体

振
り
付
け
が
そ
ろ
っ
て
、
隊
列
が
き
れ

い
で
あ
る
こ
と
。

○
常
陽
銀
行
高
萩
支
店

○
高
萩
協
同
病
院

○
茨
城
相
互
銀
行
高
萩
支
店

自
由
賞
受
賞
団
体

奇
抜
な
感
覚
で
、
愉
快
に
楽
し
く
踊
っ

て
い
る
も
の
。

○
有
明
町
地
区
連
合
会

○
本
町

○
大
和
町
連
合
常
会

ア
イ
デ
ア
賞
受
賞
団
体

仮
装
、
装
飾
な
ど
ア
イ
デ
ア
に
富
ん
で

い
る
も
の
。

○
各
種
婦
人
団
体
連
絡
会

○
安
良
川

○
春
日
町

流
し
踊
り
コ
ン
テ
ス
ト

七
月
二
十
五
日
出
、
二
十
六
日
側
の
両

日
、
本
町
通
り
、
駅
前
通
り
な
ど
で
、
第

十
七
回
高
萩
ま
つ
り
が
、
二
日
間
で
延
べ

四
万
人
も
の
参
加
者
・
見
物
人
な
ど
が
つ

め
か
け
、
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
、
二
十
九
組
の
〃
連
〃
、
約
二
千

六
百
人
余
が
参
加
、
軽
快
な
市
民
ば
や
し

の
リ
ズ
ム
に
の
っ
て
、
踊
り
の
技
を
競
い
、

そ
の
中
か
ら
次
の
九
団
体
が
み
ご
と
受
賞

の
栄
に
輝
き
ま
し
た
。
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①
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①

「
新
庄
市
と
歴
史
的
に
も
つ
な
が
り
の
あ
る
高
萩
市

の
高
萩
ま
つ
り
に
参
加
で
き
た
こ
と
を
大
変
喜
し
く
思

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
踊
り
を
通
し
て
交
流
で
き
る

こ
と
は
、
す
ば
ら
し
い
こ
と
で
す
。
私
た
ち
睦
会
（
会

員
八
十
四
人
）
は
、
体
力
づ
く
り
、
仲
間
づ
く
り
を
目

的
に
公
民
館
活
動
の
巾
か
ら
生
ま
れ
た
団
体
で
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

裾
」
‐
し

今
年
の
八
月
二
十
四
日
側
、
二
十
五
日
Ｗ
の
山
車
ま

つ
り
に
は
、
高
萩
市
舞
踊
交
流
会
（
会
長
、
福
田
せ
い

子
）
の
五
十
人
の
か
た
が
た
が
参
加
し
て
く
だ
さ
る
こ

と
に
な
っ
て
お
り
、
大
歓
迎
で
す
ね
。
両
市
の
交
流
が
、

ま
す
ま
す
深
ま
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
四
と
会
長
の

高
橋
惠
子
さ
ん
は
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

※
歴
史
的
な
つ
な
が
り
と
は
、
新
庄
市
を
約
二
百
五
十

年
間
治
め
た
、
戸
沢
藩
の
初
代
藩
主
、
戸
沢
政
盛
氏
は
、

竜
子
山
城
を
修
築
、
拡
張
し
松
岡
城
を
築
き
、
そ
の
あ

と
、
新
庄
市
へ
移
り
ま
し
た
。

山
形
県
新
庄
市
か
ら
特
別
出
演

む
つ
み

「
睦
会
」
・
市
の
関
係
者
な
ど
二
十
人
が
来
市

溌
二』潮

'脅Ⅷ
懲
巳"二鱈

▲新庄市の睦会のみなさんですc

4



認畿
： 、蓉

郡常漆￥
~

顔

蕊fゞ ＸＸ

驚
鍛
蕊

爵

§》
》
》

齢
陣
》

浄潔
ﾐ字，…

銭霧郵′…

弓田慰翻

▲若い力を発揮して
……

r ＃

感 ”# .,

龍ﾏ

▲かけ声も勇ましく

▲笑顔でワツシヨイ／ ▲仮装で踊ﾚﾉを披露
一一一→首一一一一一一一一一一一÷一÷一一一－－－→一一一一一一÷一一÷一一◆一一一一一一一→一一一一一→－÷一一－一一一一一－一÷一÷-－一一一一一一一今一一一今一一一－→一一一一一一一÷－÷一一÷－一一一一一一一一一一一÷一一一一→

「
’
１
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
１
Ｉ
Ｉ
１
Ｉ
ｌ
１
ｊ
ｌ
１
Ｉ
Ｉ
ｉ
Ｉ
ｌ
１
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
１

一
市
民
と
一
緒
に
輪
に
な
っ
て
加
嘩
畢
哺
岬
帷
幅
州
祁
執
恥
岬
釧
膠

一
間
州
か
ら
の
研
修
生
切
蝋
燕
鈍
牝
凹
汀
別
称
Ｎ
》
、
ぷ

テ
レ
ビ
の
ニ
ュ

口
今
年
の
五
月
に
、
茨
城
県
洋
裁
高
等

職
業
訓
練
校
（
有
明
町
）
に
入
校
し
た
、

中
国
藺
洲
か
ら
の
研
修
生
十
一
人
が
、

有
明
町
の
〃
連
〃
に
参
加
、
市
民
の
み

な
さ
ん
と
一
緒
に
流
し
踊
り
に
汗
を
流

し
て
い
ま
し
た
。
研
修
生
の
み
な
さ
ん
は
、

約
二
年
間
、
洋
裁
と
日
本
語
の
勉
強
を

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

I
二二

口
"もしもし"と

日本語も飛び出し

口
話
を
通

替
で
、

さ
ん
な

ど
し
ま

を
片
手

日
本
語

国
に
恩

１

ー
ス
で
放
映
さ
れ
ま
し
一

た
。海

水
っ
て
塩
っ
ぱ
い
わ
Ｊ
、

研
修
生
た
ち
は
、
中
国
大
陸
の
西
北
一

部
か
ら
来
て
い
る
た
め
、
海
は
は
じ
め

て
。
海
辺
で
、
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に

た
わ
む
れ
、
「
海
水
っ
て
塩
っ
ぱ
い
わ
／
・
」

と
大
喜
び
、
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
、

ゲ
ー
ム
な
ど
に
熱
中
し
た
あ
と
、
バ
ー

）
程
Ｌ
つ

づ

み

ベ
キ
ュ
ー
に
舌
鼓
を
打
っ
て
い
ま
し
た
。

’

f

J

一

」

手〉●一一一

Ｏ

七
月
十
七
Ｈ
俺
Ｋ
Ｄ
Ｄ
茨
城
衛
星
一

通
信
所
か
ら
、
中
国
藺
洲
と
の
国
際
電

じ
て
、
十
一
人
の
研
修
生
が
交
一

約
二
か
月
ぶ
り
に
家
族
の
み
な
一

ど
と
楽
し
い
会
話
の
一
時
を
過

し
た
。
前
日
か
ら
考
え
た
メ
モ

に
、
思
わ
ず
〃
も
し
も
し
″
と
一

も
飛
び
出
し
、
な
つ
か
し
い
祖
一

い
を
は
せ
て
い
ま
し
た
。 勉

鍵

▲高戸海岸にて

一一一一一一◆一一一◆一一一一一
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少
年
非
行
防
止
を
呼
び
か
け
パ
レ
ー
ド

市民のひろばのコーナーは，みなさんの身近に起こっ

た話題や行事，声を紹介します。何かありましたら係ま
でお寄せください。

☆あて先…市民活動課広報広聴係(念23-21 11,内線262）

七
月
十
二
日
佃

茨
城
県
警
察
音
楽

隊
や
カ
ラ
ー
ガ
ー

ド
隊
、
少
年
剣
士

隊
、
関
係
者
な
ど
、

約
二
百
人
が
参
加

し
て
、
「
ス
ト
ッ

プ
・
ザ
・
少
年
非
行
、

フ
ォ
ー
ヤ
ン
グ
活

動
展
開
中
」
の
横

断
幕
な
ど
を
か
か

げ
て
、
高
萩
駅
前

か
ら
市
民
体
育
館

前
ま
で
の
パ
レ
ー

ド
を
行
い
ま
し
た
。

（

）
一

市内の音楽愛好家が

さまざまな演
Rごろ鍛えた

腕を競う 7月19日（日） 森林公園(お手まき会場跡地）

で，青年会議所主催の第1回高萩ミュージッ

クフェスティバルが開かれました。

この催しには，市内の音楽愛好家など15団

体（各学校の吹奏楽部，安良川のおはやし，

丹生ささら保存会， ジャズ・ロックバンドな

ど）が参加， さまざまな演奏を聞かしてくれ

こ
の
あ
と
、
宮
城
県
か
ら
山
梨
県

ま
で
の
七
県
か
ら
、
約
二
百
チ
ー
ム
、

九
百
人
が
参
加
し
て
、
高
萩
武
徳
殿

少
年
剣
士
隊
の
結
成
五
周
年
を
記
念

し
た
、
近
県
少
年
健
全
育
成
剣
道
大

会
が
開
か
れ
、
会
場
は
豆
剣
士
た
ち

の
大
活
躍
で
、
熱
気
ム
ン
ム
ン
、
日

ご
ろ
鍛
え
た
腕
を
競
い
あ
い
ま
し
た
。

仁
近
県
少
年
健
全
育
成
剣
道
大
会

二tlナー
一L〆ノーC

この']， あいにくの空模様にもかかわらず

会場にはたくさんの市民のみなさんが訪れ，

楽しい一日を過ごしていました。
（
》

私のアイデア料鯉

|ﾚｰズﾝ入り”“や患“”｝〈材料〉 6個分

・小麦粉(薄力粉) 1009

・ベーキングパウダー小さじ2

(AとBにわかれているものがよい｡）

・砂糖 409

●かぼちゃ 509

。干しぶどう（レーズン） 少々

●バニラエッセンス 少々
めずと

●あん(小豆5合に対し砂糖8009～1k9)適宜

く作り方〉

①かぼちゃは適当な大きさに切り， ゆでてつ

ぶす。

②干しぶどうは熱湯でもどし， しぼっておく。

③小麦粉とベーキングパウダーはふるい，砂

糖，エッセンス，①と②を加え， 水を少し
ね

ずつ入れて‘耳たぶの柔らかさに練る。

食生活改善推進員
ゆき え

田村行枝さん

（赤浜）

「料理が大好きで， いろいろ研

究しながら楽しんでいます。この

おまんじゅうも，家族や近所の人

たちにも大好評です。一度試して

みませんか？あん,かぼちゃは冷

凍にしておけますので手軽に作れ

ます。お子さまのおやつに喜ばれ

ると思いますより

4)ぬれぶきんをかけて1 ， 2時間ねかせる。

5)6個く’らいにわけ， あんを入れて強火で約

20分蒸す。

q
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秘
田
村
き
く
江
き
ん
一
高
戸
）

一
人
で
も
多
く
の
か
た
に

点
字
を
知
っ
て
も
ら
い
た
い

「
私
が
点
字
を
始
め
た
き
っ
か
け
は
、
十
余
年
前
、

結
婚
し
た
と
き
、
主
人
が
結
婚
記
念
に
点
字
を
勉
強

し
よ
う
と
い
っ
た
こ
と
か
ら
で
し
た
。
そ
の
こ
ろ
は
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
い
う
呼
び
名
も
あ
ま
り
聞
か
な
か

っ
た
し
、
点
字
を
や
っ
て
い
る
人
も
非
常
に
少
な
か

っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
私
も
、
そ
の
と
き
は
じ
め

て
点
字
と
い
う
言
葉
を
知
り
ま
し
た
。

当
時
は
、
静
岡
県
に
住
ん
で
い
ま
し
た
の
で
、
静

岡
県
の
点
字
図
書
館
で
添
削
指
導
を
受
け
、
そ
の
後
、

主
人
の
転
勤
で
高
萩
に
来
て
か
ら
は
、
水
戸
の
点
字

図
書
館
と
連
絡
を
取
り
な
が
ら
点
訳
奉
仕
活
動
を
続

け
て
き
ま
し
た
蜜
と
話
す
田
村
さ
ん
は
、
現
在
、
四

人
家
族
、
途
中
子
育
て
の
た
め
二
、
三
年
活
動
を
中

断
し
た
そ
う
で
す
。

「
ま
た
始
め
た
理
由
は
、
点
字
を
打
っ
て
い
る

と
気
持
ち
が
と
て
も
落
ち
つ
く
ん
で
す
よ
ね
。
集
中

し
な
い
と
間
違
え
て
し
ま
う
し
、
な
ん
と
な
く
自
分

を
ち
ゃ
ん
と
見
て
い
ら
れ
る
と
い
う
か
。

子
ど
も
た
ち
も
、
点
字
を
は
じ
め
る
と
気
を
つ
か

っ
て
く
れ
る
ん
で
す
。
私
も
、
家
族
の
こ
と
を
ま
ず

優
先
す
る
よ
う
心
が
け
て
い
ま
す
四

「
た
か
は
ぎ
点
訳
友
の
会
の
主
な
活
動
は
、
市
報

秘 とボランティア

④

q『 い、

．/､ こ鰈､：

if執

識
、､､鴨』f動

“
Ｊ
封
ｌ
刊
ｆ
晦
懇
簿

●
｜
●

●
一
一
く

一
年
毛
十
さ

↑
毛
一
、
，
う

”
も
“
を

↑
や
一
歩
に

“
↑
｜
ふ
ん

ん
は
こ
う
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

※
た
か
は
ぎ
点
訳
友
の
会
で
は
、
参
加
者
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
あ
な
た
も
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
一
員
に

な
っ
て
一
緒
に
活
動
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

連
絡
先
高
萩
市
社
会
福
祉
協
議
会
室
一
三
’
一
二
二

内
線
三
五
四

の
点
訳
を
は
じ
め
、
点
字
年
賀
状
・
カ
レ
ン
ダ
ー
・

時
刻
表
・
料
理
カ
ー
ド
・
歌
集
な
ど
を
作
っ
た
り
、

目
の
不
自
由
な
か
た
と
一
緒
に
旅
行
を
し
た
り
し
て

い
ま
す
。
な
か
で
も
、
カ
ラ
オ
ケ
テ
ー
プ
の
新
し
い

演
歌
の
点
訳
は
大
好
評
で
す
。
ま
た
、
目
の
不
自
由

な
か
た
の
自
宅
を
訪
問
し
た
と
き
に
、
目
の
前
で
点

字
を
読
ん
で
い
る
姿
を
見
た
と
き
な
ど
、
と
て
も
う

れ
し
く
、
や
っ
て
い
て
よ
か
っ
た
と
い
う
気
持
ち
に

な
り
ま
す
。

点
訳
友
の
会
の
こ
れ
か
ら
の
課
題
は
、
仲
間
づ
く

り
だ
と
思
い
ま
す
。
七
月
か
ら
点
訳
講
座
を
新
た
に

開
始
し
て
、
現
在
へ
二
十
一
人
の
か
た
が
参
加
し
て

い
ま
す
。
途
中
か
ら
の
参
加
も
で
き
ま
す
の
で
、
一

人
で
も
多
く
の
か
た
に
点
字
を
知
っ
て
も
ら
い
た
い

と
思
い
ま
す
。

私
は
、
本
を
読
む
こ
と
が
大
好
き
で
す
が
、
目
の

不
自
由
な
か
た
は
目
で
は
本
は
読
め
ま
せ
ん
。
そ
こ

で
、
点
字
を
指
先
で
ふ
れ
て
読
む
の
で
す
。
そ
の
お

ー

▲7月からはじまった点訳講座

れ
ば
・
・
…
・
・

私
は
、
こ
れ

か
ら
も
点
字

を
打
ち
続
け

て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
配

と
に
こ
や
か

に
笑
い
な
が

ら
、
田
村
さ

手
伝
い
が
少

し
で
も
で
き

七
月
四
日
出
、
五
日
側
の
二
日
間
、
高
萩
高
校
生
会

の
市
内
キ
ャ
ラ
バ
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
市
内
キ
ャ
ラ
バ
ン
は
、
毎
年
、
高
萩
高
校
生
会

が
、
市
内
の
各
地
域
の
子
ど
も
た
ち
に
ゲ
ー
ム
な
ど
を

教
え
な
が
ら
、
地
域
の
子
ど
も
会
活
動
を
盛
ん
に
し
よ

う
と
行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

今
年
も
、
君
田
、
秋
山
、
石
滝
の
各
地
域
で
、
約
百

十
人
の
子
ど
も
た
ち
や
父
兄
の
か
た
が
参
加
し
て
、
と

て
も
好
評
で
し
た
。
会
場
で
は
、
子
ど
も
た
ち
が
元
気

な
声
を
ひ
び
か
せ
な
が
ら
、
と
て
も
楽
し
そ
う
に
い
ろ

い
ろ
な
ゲ
ー
ム
を
教
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

元
気
な
声
を
ひ
び
か
せ

高
萩
高
校
喉
会
市
内
キ
ャ
ラ
バ
ン

＝

会
員
を
募
集
中
／
，

高
萩
高
校
生
会
は
、
子
ど
も
会
の
育

成
を
図
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
で

す
。
毎
年
、
夏
休
み
に
開
か
れ
る
子
ど

も
会
幹
部
講
習
会
や
、
地
域
の
子
ど
も

会
で
大
活
躍
、
子
ど
も
た
ち
に
楽
し
い

遊
び
な
ど
を
教
え
て
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

高
校
生
の
み
な
さ
ん
、
有
意
義
な
高

校
生
活
を
純
真
な
子
ど
も
た
ち
と
の
ふ

れ
あ
い
の
中
で
、
た
し
か
め
て
み
ま
せ

ん
か
。
高
萩
高
校
生
会
で
は
、
こ
の
よ

う
な
活
動
に
参
加
す
る
仲
間
を
求
め
て

い
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
福
祉
事
務
所
社
会
係
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
・

念
二
三
’
二
二
一
内
線
三
五
五
７

愚
宇
胤
坐
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○

一

海をきれ(lに
7月9日休） 松丘高校の生徒約300人が参加して， 高

戸海岸やビーチガーデン前の海岸清掃奉仕作業を行いま

した。これは，毎年， 7月と9月の2回， 同校が実施し

ているもので，今年で9年目を迎えました。
▼

昏雲＝

▲

秋山小学校が県大会に出場／
7月3日(釦水戸市民体育館で， 第24回交通安全

子ども自転車茨城県大会が行われ，高萩地区交通安

全協会（高萩市・北茨城市・十王町） を代表して，

秋11 1小学校のみなさんが選手として出場しました。

写真は，県大会への壮行会で紹介された選手のみな

さんです。
（
》

竃

W覺鍋学鑓割蟻奮湧里ﾉ幽錨1
蛾

ﾄ

へ雷

第
八
回
松
岡
支
部
球
技
大
会

七
月
五
日
㈹
松
岡
小
学
校
で
、
八

月
九
Ｈ
㈹
に
行
わ
れ
る
地
区
対
抗
球
技

大
会
に
出
場
す
る
代
表
チ
ー
ム
を
決
め

る
、
第
八
回
松
岡
支
部
球
技
大
会
が
、

選
手
、
育
成
者
な
ど
約
四
百
人
が
参
加

し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
、
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
、
ポ
ー
ト
ボ
ー
ル
と
も
、
そ
れ

ぞ
れ
九
チ
ー
ム
ず
つ
が
参
加
し
て
、
熱

戦
を
繰
り
広
げ
、
次
の
上
位
三
チ
ー
ム

が
代
表
に
決
ま
り
ま
し
た
。

男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

優
勝
山
の
子
子
ど
も
会

準
優
勝
小
島
子
ど
も
会

第
三
位
下
組
子
ど
も
会

女
子
ポ
ー
ト
ボ
ー
ル

優
勝
小
島
子
ど
も
会

準
優
勝
下
手
綱
子
ど
も
会

第
三
位
北
組
子
ど
も
会

蕊鏑

蕊

鋳蕊

自分たちの地域は

自分たちの手て

マ

爵
7月18日(上） 東小学校では，全

校児童が参加して，下校後に各地

域の子ども会などを中)L､に，清掃

奉仕活動を実施しました。自分た

ちの地域は自分たちの手でと，子

どもたちは，一生懸命に汗を流し

な力ざら空き缶やごみなどを拾って

いました。
▼

鯵
“
鐸
；
雷
蕊

曇
寺
舞

識
砿
科

学
愛

筵‘溌増

▲▲

高萩小学校て清掃奉仕活動 市民の手て海岸清掃
7月20日（月） 高萩ﾉl､学校では

全校児童による学校周辺の清掃

奉仕活動を行いました。 1年生

から3年生までは学校周辺， 4

年生は八幡宮， 5年生は文化会

館， 6年生は市役所周辺をそれ

ぞれ分担して，空き缶やごみな

どを拾いました。

7月19日市民憲章推進協議

会が毎年行っている関根川から

花貫川までの海岸清掃が子ども

会や各種団体など,市民約3,000

人の参加で実施されました。

きれいになった海岸を汚さな

いようにしましょう。
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歯
型
刃

蕊Z園スポーツ振興大会
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

は
じ
め
て
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
大
会
で

鷺
…
《

六
人
と
三
団
体
が
表
彰

体
育
功
労
者

○
今
川
誠
（
本
町
）

昭
和
五
十
一
年
一
月
、
高
萩
市
剣
友

会
発
足
か
ら
、
会
の
中
心
者
と
し
て
行

事
・
立
案
に
参
加
、
高
萩
地
区
剣
道
の

振
興
に
寄
与
し
、
ま
た
、
指
導
者
と
し

て
小
学
生
か
ら
一
般
ま
で
、
数
多
く
の

人
材
を
育
成
し
ま
し
た
。

競
技
優
秀
者

○
秋
山
中
学
校
駅
伝
部

六
月
二
十
八
日
⑧
中
央
公
民
館
で

第
一
回
高
萩
市
体
育
協
会
ス
ポ
ー
ツ
振

興
大
会
が
開
か
れ
、
次
の
か
た
が
た
が

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
昨
年
、
高
萩
市
体
育
協
会
が

発
足
三
十
周
年
を
迎
え
た
た
め
、
こ
れ

を
記
念
し
て
↑
体
育
功
労
者
、
競
技
優

秀
者
、
ス
ポ
ー
ツ
奨
励
者
の
三
部
門
で

の
表
彰
を
行
っ
た
も
の
で
す
。

受
賞
者
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

ー

昭
和
六
十
一
年
十
二
月
十
三
日
出
、

水
戸
市
の
千
波
湖
周
回
コ
ー
ス
で
行
わ

れ
た
昭
和
六
十
一
年
度
茨
城
県
中
学
校

駅
伝
競
走
大
会
で
、
参
加
八
十
三
チ
ー

ム
の
強
豪
を
押
さ
え
、
大
会
新
記
録
で

初
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

○
上
島
名
は
ま
な
す
会
女
子
チ
ー
ム

昭
和
六
十
一
年
四
月
二
十
四
日
附
、

二
十
五
日
㈱
の
両
Ｈ
、
東
京
の
駒
沢
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
公
園
で
行
わ
れ
た
、
第
一

回
全
国
選
抜
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
に
、

茨
城
県
大
会
で
み
ご
と
優
勝
し
た
上
島

名
は
ま
な
す
会
女
子
チ
ー
ム
が
出
場
し

ま
し
た
。

か
牙
ゆ
き
“
‘
》

○
大
泉
壽
“
之
（
高
萩
）

昭
和
六
十
一
年
七
月
二
十
六
日
出
、

二
十
七
Ⅱ
㈹
の
両
日
、
青
森
県
八
戸
市

体
育
館
で
行
わ
れ
た
、
昭
和
六
十
一
年

度
全
国
少
年
レ
ス
リ
ン
グ
選
手
権
大
会

で
、
茨
城
県
代
表
と
し
て
出
場
、
み
ご

と
第
三
位
に
入
賞
し
ま
し
た
。

○
島
名
上
蕊
転
丘
野
球
ス
ポ
肥
シ
少
年

ぃ
訂
既
“
葱
藩
扇
母
ゞ
鼠
蕊
値
華
蕊
二
斑
《
琴
溌

高
萩
市
体
育
協
会

ｑ
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク

…瀞

』
邸
…
野
冊
軍
ｆ
Ｉ

！
I

昭
和
六
十
一
年
八
月
二
十
三
日
出
、

二
十
四
Ｈ
㈱
の
両
日
、
水
戸
県
営
球
場

で
行
わ
れ
た
第
六
回
茨
城
県
下
ち
び
っ

子
少
年
野
球
大
会
で
、
初
出
場
な
が
ら

九
十
六
チ
ー
ム
の
強
豪
を
次
々
と
打
ち

破
り
、
み
ご
と
初
優
勝
を
飾
り
ま
し
た

もとの、剛

○
棚
橋
基
紀
（
高
萩
）

昭
和
六
十
一
年
七
月
二
十
七
日
側
、

那
珂
湊
市
で
行
わ
れ
た
第
十
回
茨
城
県

少
年
す
も
う
選
手
権
大
会
の
六
年
生
の

部
で
、
み
ご
と
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

塗

の

か

み

ゆ

う

“

す

け

，

“

○
霊
ノ
上
祐
弥
（
大
熱
町
）

昭
和
六
十
二
年
三
月
九
日
側
、
高
萩

工
業
高
校
で
行
わ
れ
た
、
昭
和
六
十
一

年
度
茨
城
県
高
等
学
校
ウ
エ
イ
ト
リ
フ

テ
ィ
ン
グ
選
手
権
大
会
九
十
町
級
で
優

勝
、
ま
た
、
同
三
月
二
十
七
日
㈱
埼
玉

県
上
尾
市
で
行
わ
れ
た
、
昭
和
六
十
一

年
度
全
国
高
等
学
校
ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ

ィ
ン
グ
選
抜
大
会
九
十
吋
級
で
大
会
新

新
記
録
を
マ
ー
ク
、
み
ご
と
準
優
勝
の
栄

昭和62年度

高萩市体育協会の役員
ー

6月28日旧） 中央公民館で，昭和62年

度の総会が開かれ，次のとおり高萩市体

育協会の役員が決まりました。

役職名

会 長

副会長

〃

名誉会長

顧 問

〃

〃

〃

〃

監 事

〃

理事長

氏

北畠

落合

山口

鈴木

佐川

小田木

沼田

広木
ぬか が

額賀

黒沢

藤枝

八巻

名
一
お
男
一
癖
裕
一
吃
一
太
一
雁
一

のぷ

暢

必
安
藤
安
一
真
一
全
景
允
一
鈷
宙
壼
光
群
靖
一
恒

に
輝
き
ま
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
奨
励
者

○
渡
辺
貴
惠
子
（
石
滝
）

軟
式
庭
球
連
盟
の
役
員
と
し
て
、
大

会
等
の
企
画
・
立
案
に
積
極
的
に
参
加

し
、
ま
た
、
レ
デ
ィ
ー
ス
ク
ラ
ブ
を
自

ら
結
成
、
部
長
・
指
導
者
と
し
て
女
子

愛
好
者
の
底
辺
拡
大
、
技
術
の
向
上
に

努
め
ま
し
た
。

ｏ
蕊
崎
和
寒
言
浜
町
）

卓
球
部
の
役
員
・
指
導
者
と
し
て
活

躍
し
、
家
庭
婦
人
の
指
導
を
積
極
的
に

行
い
、
ま
た
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
指

導
者
と
し
て
、
高
齢
者
の
指
導
を
長
年

努
め
、
高
齢
者
の
健
康
増
進
に
寄
与
し

ま
し
た
。

人
一
韮
明
一
じ
次
一
回
寿
一
し
士
一
男

9



を訪ねて団工

鰯倉寿~＝ 稀
↓
翻

貼
弘
一
索

〆

～企業紹介～

⑬

ニダック株式会社
ゆきはる

幸治さん社長西

埼玉県川口市在住，奥さんと

娘さんの3人暮らし。

「趣味は， ゴルフで心身の健

康づくりにもなっています。 ま

だ，高萩に工場が移ってから日

も浅いですが，毎週1 ， 2日は

来ています。気候， 自然に恵ま

れ，人情も穏やかなかたが多い

ので， どこか林間に居宅を持ち

住 所 高萩市上手綱字朝山3,641-5

（手綱工業団地）

9,300万|丁］

ステンレス，特殊鋼鋳造品

10,238nf

4,693㎡

83人

昭和61年1月

ニ
ダ
ッ
ク
株
式
会
社
は
、
昭
和
四
十

九
年
七
月
に
発
足
し
た
会
社
で
す
。

東
京
に
本
社
が
あ
り
、
関
連
小
会
社

が
福
島
県
相
馬
市
と
米
国
の
ニ
ュ
ー
オ

リ
オ
ン
ズ
に
あ
り
ま
す
。

高
萩
市
に
は
、
昭
和
六
十
年
十
二
月

に
現
工
場
を
完
成
す
る
と
と
も
に
、
川

口
市
の
四
工
場
を
閉
鎖
し
、
高
萩
工
場

に
集
結
し
ま
し
た
。

主
な
製
品
と
し
て
、
製
紙
機
械
部
品

資本金

主な製品

敷地面積

建物面積

従業員数

操業開始
（
） ﾆいと思っています〔』

遠
心
分
離
機
の
部
品
、
石
油

プ
ラ
ン
ト
の
部
品
な
ど
、
す

べ
て
の
ス
テ
ン
レ
ス
、
特
殊

鋼
鋳
造
品
を
造
っ
て
い
ま
す
。

現
在
、
高
萩
工
場
の
従
業

員
は
八
十
三
人
で
、
高
校
新

卒
と
中
途
採
用
者
を
含
め
て
、

地
元
か
ら
の
採
用
者
が
約
半

数
近
く
に
な
っ
て
い
ま
す
。

「
現
在
は
、
戦
後
最
高
の
円

高
が
急
速
に
進
み
、
め
ま
ぐ

る
し
い
変
容
を
み
せ
て
い
ま

す
。
こ
の
変
動
期
と
同
じ
く

し
た
新
工
場
の
完
成
は
、
岾

質
管
理
の
確
実
さ
、
新
技
術

の
生
産
現
場
で
の
速
や
か
な

具
現
、
生
産
性
の
向
上
、
合

理
化
、
短
納
期
へ
の
対
応
等

に
至
便
な
態
勢
と
な
り
ま
し

た
。

経
営
の
三
原
則
で
あ
る

ク
ォ
リ
テ
ィ
ー
（
品
質
）

コ
ス
ト
（
価
格
）

デ
ィ
リ
ヴ
ァ
リ
ィ

（
引
き
渡
し
）

の
向
上
に
む
か
っ
て
前
進
し
、

す
ぐ秀

れ
た
高
萩
の
〃
ニ
ダ
ッ
ク
〃

に
発
展
さ
せ
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
田
と
西
社
長
は
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。

ド
;＆

i：

1

大
森
光
男
（
島
名
）
、
大
森
一
術
（
島
名
）
、

佐
々
満
（
安
良
川
）
、
佐
川
好
和
（
大
和

。

』

り

ま

つ

町
）
、
下
山
田
酉
松
（
安
良
川
）
、
菊
地
力

雄
（
島
塙
）

七
月
十
四
日
仇
市
役
所
三
階
会
議
室

で
、
高
萩
献
血
連
合
会
創
立
十
周
年
を
記

念
し
て
感
謝
状
の
贈
呈
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

表
彰
さ
れ
た
み
な
さ
ん
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。
（
敬
称
略
）

献
血
回
数

四
十
回
以
上

三
十
回
以
上

密
雛
鯉

（
昭
和
六
十
二
年
五
月
二
十
五
Ⅲ
現
在
）

高
萩
献
血
連
合
会
創
立
十
周
年
記
念

感
謝
状
贈
呈
式

確
錘
嶽
獄
辮
熟
鏥
心
、
、
恥
雫
溌
“

瞳

魂

、

貼

哺

瀞

罰

榊

学

＄

＄

簿

識

溌

“
ｒ
轆
憩

L三

罰
》

鋳療
》

錨

篭

話 湾

誉馨要…
～

荒
井
幸
道
（
春
川
町
）
、
荒
井
孝
次
（
春

日
町
）
、
愛
川
好
美
（
安
良
川
）
、
安
東
義

博
（
本
町
）
、
石
安
太
郎
（
春
Ｈ
町
）
、
今
川

清
（
本
町
）
、
今
川
正
則
（
有
明
町
）
、
薄
井

く
に
は
る

勝
夫
（
石
滝
）
、
上
田
国
治
（
石
滝
）
、
大
高

五
郎
（
安
良
川
）
、
大
関
信
男
（
上
手
綱
）
、

こ

ぬ

謨

大
好
雄
（
秋
山
）
、
小
沼
博
（
東
本
町
）
、

小
野
瀬
勲
（
安
良
川
）
、
加
瀬
ま
ち
子
（
東

本
町
）
、
川
上
博
司
（
高
一
巳
、
加
藤
博

鼻
つ
ひ
易

（
大
和
町
）
、
加
藤
充
宏
（
安
良
川
）
、
熊
田

高
萩
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ー
フ
ブ

高
萩
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

社
団
法
人
高
萩
青
年
会
議
所

茨
城
県
立
高
萩
高
等
学
校

茨
城
県
立
高
萩
工
業
高
等
学
校

茨
城
県
立
松
丘
高
等
学
校

献
血
推
進
協
力
団
体

献
伽
協
力
高
校

ち
か
ら

た
け
お

〆
小
林
力
（
島
名
）
、
佐
藤
健
雄
（
本
町
）
、

た
け
し

佐
藤
猛
（
安
良
川
）
、
斉
藤
栄
治
（
島
名
）
、

ひ
ろ
。
た
だ

鈴
木
大
尹
（
安
良
川
）
、
鈴
木
雄
一
（
東
本

た
け
し

町
）
、
須
田
猫
（
高
浜
町
）
、
平
田
晴
一

い
さ
お

（
肥
前
町
）
、
舟
生
征
夫
（
有
明
町
）
、
本
多

冨
次
男
（
上
手
綱
）
、
棚
谷
光
雄
（
秋
川
）
、

松
川
君
代
（
有
明
町
）
、
三
浦
栄
子
（
石
滝
）
、

肺
ふ
う
す
け

森
円
と
き
（
高
浜
町
）
、
森
川
隆
輔
（
高
荻
）

二
十
回
以
上

… 一

70



こ
う
し
た
古
代
か
ら
の
信
仰
や
伝
承

が
、
昔
話
や
伝
説
の
背
景
に
存
在
す
る

の
で
あ
る
。

蛇
の
姿
に
化
す
と
い
う
三
輪
山
の
神

は
、
大
物
主
神
（
お
お
も
の
ぬ
し
の
か

み
）
と
も
い
わ
れ
、
大
己
貴
命
（
お
お

な
む
ち
の
み
こ
と
）
と
も
よ
ば
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
大
物
主
神
は
東
金

砂
山
（
久
慈
郡
水
府
村
）
、
西
金
砂
山
（
久

慈
郡
金
砂
郷
村
）
、
真
弓
山
（
常
陸
太
田

た
つ
わ
り

市
）
、
堅
破
山
（
多
賀
郡
十
王
町
）
、
花
園

山
（
北
茨
城
市
）
の
祭
神
と
な
っ
て
い

る
。
こ
れ
ら
の
山
々
は
古
代
・
中
世
に

は
常
陸
五
山
と
よ
ば
れ
、
天
台
宗
の
山

高萩の昔話些

民俗 〆
、
Ｊ
ヅ

三輪山神婚説話

（7）

》

志田
一一

号＝口

同子

F悲画のはむし

②
岳
寺
院
と
し
て
栄
え
た
。

「
金
砂
両
山
大
権
現
大
縁
起
」
、
「
真
弓

神
社
縁
起
」
、
「
堅
破
山
縁
起
」
、
「
華
園

山
縁
起
」
な
ど
に
よ
る
と
、
常
陸
五
川

は
い
ず
れ
も
慈
覚
大
師
を
開
山
と
す
る

縁
起
を
伝
え
て
い
る
。
ま
た
滋
賀
の
大

津
坂
本
に
あ
る
日
吉
（
ひ
え
）
山
王
権

現
（
大
津
市
の
日
吉
神

社
）
の
分
霊
を
遷
し
て

い
る
の
で
あ
る
。
日
吉

神
社
は
比
叡
山
の
地
主

神
と
し
て
祭
ら
れ
た
も

の
で
、
祭
神
は
三
輪
山

の
神
（
大
物
主
神
）
と

い
わ
れ
て
い
る
。
常
陸

五
山
に
天
台
宗
の
寺
院

が
開
か
れ
た
と
き
、
比

叡
山
延
暦
寺
に
な
ら
っ

て
日
吉
山
王
権
現
も
あ

わ
せ
て
勧
請
（
か
ん
じ

よ
う
）
さ
れ
た
の
で
あ

る
。

｢私たちの暮らしと

下水道」

私
た
ち
の
生
活
の
中
で
、
下
水
道
と
は
ど
の
時

点
で
か
か
わ
っ
て
く
る
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
は

水
道
の
蛇
口
を
ひ
ね
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
で
す
。

下
水
道
が
整
備
さ
れ
る
と
、
上
の
図
の
よ
う
に

各
家
庭
の
台
所
、
浴
室
、
ト
イ
レ
な
ど
で
使
わ
れ

か
人
告
上

た
水
は
、
地
下
の
下
水
管
渠
を
通
り
、
浄
化
セ
ン

タ
ー
で
き
れ
い
な
水
に
変
わ
り
、
や
が
て
は
川
に

す

水
道
の
蛇
口
を
ひ
ね
る
と
い
う
こ
と
は
、
す
な

わ
ち
下
水
道
と
の
か
か
わ
り
の
始
ま
り
な
の
で

乢
れ
ま
す ー

日
吉
山
王
が
祭
ら
れ
て
い
た

ｑ
山
王
の
あ
た
り

搦癖、一癖》一癖癖、》、鐸棒

な
生
活
に
な
り
や
す
い
も
の
で
す
が
、
ブ

ん
は
、
い
か
が
で
し
ょ
婆
７
．
そ
れ
で
は
、

「
や
・
た
・
ら
・
に
・
ふ
・
と
・
り
」

っ
て
い
ま
す
か
？

や
夜
食
の
と
り
す
ぎ

た
多
食

ら
ら
く
し
て
動
か
な
い

に
朝
食
ぬ
き
の
二
回
食

ふ
フ
ラ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
（
欲
求
不

満
）

と
糖
質
の
と
り
す
ぎ

り
両
親
の
肥
満

こ
れ
は
、
肥
満
児
を
つ
く
る
七
つ
の

条
件
の
生
活
で
す
。
こ
ん
な
状
態
が
、

子
ど
も
の
心
と
か
ら
だ
に
さ
ま
ざ
ま
な

恒
男
（
高
萩
）
、
児
玉
満
（
本
町
）
、
小
林

り
ょ
う
ぞ
う

絹
代
（
高
萩
）
、
小
林
了
三
（
安
良
川
）
、
佐

藤
定
昭
（
高
浜
町
）
、
佐
藤
則
夫
（
有
明
町
）
、

佐
川
栄
司
（
有
明
町
）
、
坂
本
直
光
（
秋
山
）
、

柴
田
恵
美
子
（
安
良
川
）
、
島
田
進
（
高

浜
町
）
、
鈴
木
忠
（
安
良
川
）
、
鈴
木
藤

太
（
下
君
田
）
、
鈴
木
淳
二
本
町
）
、
鈴
木

朝
夫
（
下
手
綱
）
、
鈴
木
美
代
子
（
本
町
）
、

鈴
木
浩
二
高
浜
町
）
、
関
山
宏
志
（
本
町
）
、

関
根
利
雄
（
上
手
綱
）
、
関
浩
二
安
良

お元気てすか

保健婦です
皇
休
み
、
真
っ
最
中
、
ど
う
し
て
も
不
規
則

生
活
に
な
り
や
す
い
も
の
で
す
が
、
み
な
さ

漣 ー

朝錘は
っ

を
知 みんな健康ですか？

川
）
、
田
屋
惠
男
（
島
名
）
、
田
辺
重
夫
（
上

手
綱
）
、
千
葉
司
（
本
町
）
、
塚
原
孝

芳
（
春
日
町
）
、
照
沼
美
知
子
（
春
日
町
）
、

西
舘
昭
郎
（
有
明
町
）
、
沼
田
博
邦
（
本
町
）
、

ひ
ろ
き

沼
田
広
之
（
下
手
綱
）
、
蓮
見
弘
毅
（
有
明

町
）
、
芳
賀
正
人
（
秋
山
）
、
星
登
志
男
（
島

名
〉
、
松
本
好
正
（
安
良
川
）
、
三
宅
慎
也

（
高
浜
町
）
、
弓
野
武
男
（
下
手
綱
）
、
吉
田

た
か
の
ぶ

清
（
安
良
川
）
、
渡
辺
恭
伸
（
安
良
川
）
、
渡

み
な
み

辺
皆
身
（
島
名
）
、
柳
田
正
直
（
安
良
川
）

問
題
を
生
ん
で
い
ま
す
。

「
た
め
し
て
み
よ
う
凶

そ
れ
ぞ
れ
三
つ
の
答
え
か
ら
一
番
近

い
も
の
を
一
つ
え
ら
ん
で
、
順
に
点
を

む
す
ん
で
み
ま
し
ょ
う
。

「
ど
ん
な
形
に
な
り
ま
し
た
か
？
」

外
側
の
円
形
に
近
い
ほ
ど
健
康
で
す
。

円
形
の
小
さ
い
人
、
凹
凸
の
あ
る
人
は
、

家
族
で
話
し
合
っ
て
、
健
康
な
生
活
に

な
る
よ
う
心
が
け
ま
し
ょ
猪
７
．

孔'よ
？

油
・
”
？



児
菫
扶
養
手
当
等

「
現
況
届
」
の
提
出
を

児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児
童
扶
養
手

当
を
受
け
て
い
る
人
は
、
毎
年
現
況
届

を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

届
け
出
を
し
な
い
と
受
給
資
格
が
あ

っ
て
も
支
給
が
一
時
差
し
止
め
に
な
り

ま
す
の
で
、
忘
れ
ず
に
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。

期
間
八
月
十
一
日
㈹
か
ら
九
月
三

日
附
ま
で

提
出
先
保
険
年
金
課

※
受
給
者
の
状
況
に
よ
っ
て
添
付
書
類

が
、
そ
れ
ぞ
れ
違
い
ま
す
の
で
、
詳
し

い
こ
と
は
、
保
険
年
金
課
へ
お
た
ず
ね

く
だ
さ
い
。

念
二
三
一
二
一
一
内
線
二
三
三

老齢福祉年金受給者のみなさんへ

福祉年金を受け取られたら

年金証書を提出しましょう

老齢福祉年金を受けているかたは， 8月支払い（8

月11日(火)以降）の年金を受け取られたら，年金証耆

を市役所へ提出してください。これは，福祉年金を

受けているかたやその配偶者，扶養義務者の所得，

その他公的年金の受給の有無などを毎年調査し， 引

き続き年金が受けられるかどうかを確認して，年金

証耆に金額を記入するためのものです。

8月31日(月)まで，保険年金課で受け付けしますの

で，証書と印鑑を持参してください。

※詳しくは，保険年金課国民年金係へ

a23-2111内線232

応
募
方
法

締
め
切
り

’ I下永直侶間すら偶用⑨弓自

題
材
下
水
道
の
促
進
に

関
す
る
も
の
。

応
募
資
格
市
内
居
住
者

（
児
童
・
生
徒
を
除
く
。
）

官
製
は
が
き
に
一
人
二
点

ま
で
と
し
、
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
職
業
、
電
話
番
号
を

明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

九
月
八
日
㈹
当
日
消
印
有

効

下
水
道
に
対
す
る
理
解
と

関
心
を
深
め
る
た
め
、
九
月

六
日
㈲
か
ら
一
週
間
、
全
国

的
に
下
水
道
促
進
週
間
が
展

開
さ
れ
ま
す
。
こ
の
行
事
の

一
環
と
し
て
標
語
の
募
集
を

行
い
ま
す
。

お年寄りの居室藥備に資金員付制度

お年寄り(60歳以上)のための專用居室を増・改築

するために必要な経費の一部を貸し付けし， お年寄
あただ

I)と家族とが温かな家族関係を維持するための制度

として，老人居室整備資金貸付制度があります。

（
）

1件あたり146万円，貸付3件

年3％

10年以内

9月30日(水)まで

貸付限度額

利 率

償還期限

申込期日

送
り
先
〒
三
一
九
’
一
三
多
賀
郡

十
王
町
大
字
伊
師
二
二
二
○

日
立
・
高
萩
・
十
王
広
域
下

水
道
組
合

そ
の
他
優
秀
作
品
に
は
、
賞
状
と
賞

品
を
贈
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
日
立
・
高
萩
・
十
王
広

域
下
水
道
組
合
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い

盃
三
二
’
五
五
九
五

有
害
鳥
獣
（
い
の
し
し
、
か
ら
す
等
）

の
駆
除
に
つ
い
て

有
害
鳥
獣
（
い
の
し
し
、
か
ら
す
等
）

に
よ
る
農
作
物
の
被
害
を
防
止
す
る
た

め
、
市
で
は
有
害
鳥
獣
駆
除
隊
員
の
協

力
を
得
て
駆
除
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

駆
除
は
、
十
一
月
十
五
ｕ
か
ら
二
月
十

五
日
ま
で
の
猟
期
以
外
、
被
害
を
受
け

◎貸付限度額については，変更の予定があります。

なお， この資金は，年金積立還元融資によるもの

です。

※詳しくは, ・福祉事務所社会係へ

a23-2111内線355

障害者在宅の整備資金員付制度

｜璋害者(障害程度1 ． 2級)， または，障害者と同

居する世帯に障害者の專用居室を増・改築する資金

を貸し付けします。

た
農
・
林
家
か
ら
常
設
委
員
を
通
じ
て
、

被
害
届
け
出
の
あ
っ
た
も
の
に
つ
い
て
、

県
の
許
可
を
受
け
て
実
施
し
て
い
ま
す

が
、
銃
器
を
使
用
す
る
た
め
、
安
全
性

が
重
視
さ
れ
ま
す
。

駆
除
の
実
施
に
つ
き
ま
し
て
は
、
山

林
、
田
畑
、
牧
場
等
へ
立
ち
入
る
こ
と

か
ら
、
入
山
す
る
か
た
が
た
や
地
域
の

み
な
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
が
必
要

と
な
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

ま
た
、
一
回
の
駆
除
期
間
は
十
日
間

と
定
め
ら
れ
て
お
り
、
い
つ
で
も
駆
除

が
実
施
で
き
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
そ

の
都
度
許
可
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、

自
衛
手
段
等
も
講
じ
て
農
林
産
物
の
被

害
防
止
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
農
林
課
へ

詳
し
く
は
、
農
林
課
へ

証
二
三
’
二
二
一
内
線
四
五
四

｛
》

貸付限度額

利 率

償還期限

申込期日

202万円

3％

10年以内

9月30日(水)まで

※詳しくは，福祉事務所援護係まで

念23 21 1 1内線352

糞
化
舎
鬮

鮮
烈
な
サ
ウ
ン
ド
と
日
本
的
様
式
美
で

描
く
熱
い
感
動
の
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

九
月
七
日
㈲
午
後
六
時
半
～

イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト

最
後
の
七
日
間
の
物
語

「
ジ
ー
ザ
ス
・
ク
ラ
イ
ス
ト
ー
ス
ー

パ
ー
ス
タ
ー
」
は
、
ロ
ー
マ
統
治
下
の

ユ
ダ
ヤ
の
地
で
愛
を
説
き
、
生
き
る
意

味
を
教
え
る
〃
神
〃
と
し
て
期
待
さ
れ

た
、
ジ
ー
ザ
ス
（
イ
エ
ス
）
が
十
字
架

に
か
か
っ
て
死
ぬ
最
後
の
七
日
間
を
描

い
て
い
ま
す
。

「
ジ
ー
ザ
ス
・
ク
ラ
イ
ス
ト
ー
ス
ー

主
な
出
演
者

芥
川
英
司
、
山
口
祐
一
郎
、
飯
野
お

さ
み
、
沢
木
順
、
保
坂
知
寿
、
志
村
幸

美
、
野
村
玲
子
ほ
か

劇
団
四
季
「
ジ
ー
ザ
ス
・

ク
ラ
イ
ス
ト
ー
ス
ー
パ
ー
ス
タ
ー

入
場
料
（
当
日
五
○
○
円
増
）

Ｓ
席
四
、
○
○
○
円

Ａ
席
三
、
八
○
○
円

蝉
僻
嘩
ザ
ウ
ン
Ｆ
と
眉
幸
鯰
符
式
蝿
で
態
く
端
い
箙
齢
い
』
二
弔
聖
シ
光
如

僻

唯

幻

シ
Ｉ
ザ
ス
・
ク
ラ
イ
ス
ト
川
ス
ー
バ
ー
ス
徹
Ｉ

も
ぶ
お
し
も
⑳

租唾…

！

I
il2



こ
ん
な
と
き
に
セ
ン
タ
ー
へ
ご
連
絡
を
責
任
能
力
も
じ
ゅ
う
ぶ
ん
で
す

ミ
ニ
・
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に

は
、
現
在
一
○
六
人
の
会
員
が
登
録
さ

れ
て
お
り
、
草
刈
り
、
留
守
番
、
簡
単

せ
ん

な
大
工
仕
事
、
植
木
剪
定
、
草
む
し
り

等
の
広
範
囲
に
わ
た
る
仕
事
（
軽
作
業
）

を
行
っ
て
い
ま
す
。

昭
和
六
十
一
年
度
末
の
実
績
を
み
る

と
就
労
延
人
員
二
、
二
○
人
（
会
員
七

十
九
人
）
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
今
年

度
の
目
標
は
、
就
労
延
人
員
六
、
○
○
○

人
、
会
員
数
一
五
○
人
で
す
。

各
公
共
団
体
を
は
じ
め
、
事
業
主
、

一
般
家
庭
の
み
な
さ
ん
の
依
頼
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

仕
事
の
依
頼
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す

第ワ回市民テニス大会

と き 9月13日(ﾛ）

ところ高浜運動広場テニスコート

種月 一般男女・壮年男子ダブルス

参加料 1組2，000円

申し込み期間 8月23日(｢I)から9月6日旧)までに

参加料を添えて申し込みください。

※詳しくは，市民体育館へ念23－2552

身近な県政,あなたの足で

～バスによる県政教室～

○鹿行ｺース （出島村郷土資料館県立白浜少年

自然の家，県立婦人教育会館）

10月15日（木） 水戸駅南口発 (9:00) ・定員50人

日立駅中央口発(9:00) ･定員50人

10月20日（火） 笠間駅前発 (9:00) ・定員50人

常陸大宮駅発 (9:00) ･定員50人

10月22日（木） 水戸駅南口発 (9:00) ･定員100人

○県北コース（常陸那珂地区，大洗港とカーフェ

リー，東海原子力館）

10月26日（月） 水戸駅南口発 (9:10) ・定員50人

日立駅中央口発(9:10) ･定員50人

参加資格18歳以上の県内居住者（県職員不可）

申し込み先官製往復はがきに,住所,氏名,年齢

職業電話番号，希望コースとその実

施日，乗降希望場所を記入のうえ

〒310水戸市三の丸1－5 38

茨城県県北地方総合事務所総務課へ

申込多数の場合は抽選です。

申込締切 8月31日(月)， 当日消印有効

その他参加費無料，昼食各自持参

問い合せ先茨城県県北地方総合事務所総務課

e(0292)21 8111内線5413

高
萩
市
ミ
ニ
・
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

勤

劇

晒

凹

厚

〃

Ｆ

○

新

し

く

人

を

雇

う

ほ

ど

で

も

な

い

が

、

期
日
ま
で
に
処
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
仕
事
が
で
き
た
場
合

○
家
族
や
家
庭
内
の
こ
と
で
、
や
っ
て

も
ら
い
た
い
こ
と
が
あ
る
場
合

○
手
軽
に
仕
事
（
人
手
）
を
頼
め
れ
ば

と
思
っ
た
場
合

○
高
齢
者
に
ふ
さ
わ
し
い
仕
事
が
あ
る

場
合

一
雇
用
関
係
で
は
あ
り
ま
せ
ん

仕
事
は
セ
ン
タ
ー
が
請
負
い
、
会
員

は
セ
ン
タ
ー
の
名
に
お
い
て
仕
事
に
従

事
し
ま
す
。

ー

豊
か
な
経
験
と

能
力
を
生
か
し
ま
し
ょ
う

定
年
で
勤
め
を
や
め
た
人
、
家
事
を

ゆ
ず
っ
た
人
な
ど
で
、
み
ん
な
で
協
力

し
て
お
互
い
の
豊
か
な
経
験
や
能
力
を

生
か
し
適
当
な
仕
事
が
あ
れ
ば
や
っ
て

み
た
い
と
考
え
て
い
る
お
お
む
ね
六
十

セ
ン
タ
ー
が
引
き
受
け
た
仕
事
上
の

責
任
は
、
セ
ン
タ
ー
が
負
い
ま
す
。

傷
害
保
険
は
加
入
ず
み
で
す

会
員
は
す
べ
て
傷
害
保
険
に
加
入
し

仕
事
上
の
災
害
に
対
処
し
て
い
ま
す
。

会員募集
％

国際交流のシンボルマーク募集
セ
ン
タ
ー
備
え
付
け
の
入
会
申
込
害

に
記
入
し
、
年
会
費
三
○
○
円
を
添
え

て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

○
セ
ン
タ
ー
の
会
員
に
な
っ
た
と
い
っ

て
も
セ
ン
タ
ー
に
雇
わ
れ
た
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

○
セ
ン
タ
ー
が
ほ
か
か
ら
引
き
受
け
た

仕
事
の
範
囲
で
会
員
が
働
く
こ
と
に
な

り
ま
す
。

入
会
の
手
続
き
は

歳
以
上
の
健
康
な
人
な
ら
、
だ
れ
で
も

す
ぐ
に
入
会
で
き
ま
す
。

自
分
自
身
の
た
め
に
「
働
く
」
、
「
学

ぶ
」
、
「
奉
仕
す
る
」
こ
と
な
ど
で
、
生

き
が
い
の
あ
る
暮
ら
し
を
つ
く
り
だ
そ

う
と
す
る
と
こ
ろ
で
す
。

※
連
絡
先
高
萩
市
福
祉
事
務
所

念
二
三
二
一
二
内
線
三
五

テーマ広げよう国際交流

使用目的国際交流推進のための広報資料等に広

く活用させていただきます。

応募資格茨城県内に居住または勤務(在学)する

者(本県出身者可)，個人・グループを

問いません。

応募方法・官製はがき（または同サイズの画用紙）

を使用してくださいc

・はがき裏面上部にはシンボルマーク(7

cm×7cm, 彩色自由） を，下部には制

作意図を書いてください。

・はがき表面には住所， 氏名(ふりがな）

年齢職業(勤務先，学校名，学年) ，

電話番号を明記してください。

．一人で何点でもﾙ心募できます。

応募期間昭和62年7月201 1(月)～9月19日(土)まで

（当日消印有効）

送り先〒310水戸市三の丸1－5-38

ー

目一二

第
九
回
高
萩
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

チ
ャ
リ
テ
ィ
ゴ
ル
フ
大
会

と
き
九
月
二
十
七
日
仰

と
こ
ろ
高
萩
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

参
加
料
三
千
円
（
先
着
二
百
人
）

申
し
込
み
先
常
陽
銀
行
高
萩
支
店
内
、

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
事
務
局

盆
二
二
－
二
○
六
四

水
戸
信
用
金
庫
高
萩
支
店

て
い
る
も
の
で
す
。

プ
レ
イ
ガ
イ
ド
▼
▼
▼
▼
▼
▼
▼
▼
▼
▼
▼
▼
▼

田
所
書
店
、
仲
屋
書
店
、
深
谷
書
店
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ト
ア
上
島
名
ね
も
と
．

高
浜
や
お
け
ん
、
野
木
商
店
、
Ｈ
立
市

民
会
館
、
ピ
ア
ノ
マ
ー
ト
（
磯
原
）
、

文
化
会
館
蚕
二
三
’
七
Ⅲ
一
二

ハ
ー
ス
タ
ー
」
は
、
妬
年
に
芸
術
選
奨

文
部
大
臣
賞
を
受
賞
し
、
劇
団
四
季
の

最
も
人
気
の
あ
る
レ
パ
ー
ト
リ
ー
の
ひ

と
つ
と
し
て
、
全
国
各
地
で
上
演
さ
れ

:

期

茨城県企画部国際交流課

国際交流シンボルマーク募集係あて

き(0292)24 7531
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圃日曜当番医

時間は，いずれも午前9時から午後4時までです

※
時
間
は
い
ず
れ
も
、
午
前
十
時
か
ら

午
後
三
時
ま
で
で
す
。
詳
し
く
は
、
§
衛

生
課
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

壷
二
三
’
一
二
一
一
内
線
三
六
三

九
月
の
献
血
日
程
は
、
次
の
と
お
り

で
す
。
市
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、
高
校
で
も
一

般
の
か
た
の
献
血
が
で
き
ま
す
。

九
月
十
一
日
㈱
高
萩
工
業
高
校

九
月
十
七
日
附
高
萩
高
校

九
月
二
十
五
日
③
駅
前
（
西
口
、
東
口
）

献
血
だ
よ
り

昭和初期「馬市で 軸と0貝われた，高萩小唄が

聴かれなくなった。

去る昭和37年ころから馬にかわって，牛市になった

が，その牛市も今年の8月を最後に閉鎖されるとか。

高萩名物が消えるのは寂しいものだ。

高萩美術協会員大月

牛
市
場

（
》

市
内
の
産
業
の
振
興
と
市
民
生
活
の

善
意
あ
り
が
と
う
向
上
を
図
る
た
め
、
生
産
品
等
を
一
堂

○
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
高
萩
第
一
団
に
集
め
、
広
く
市
民
に
紹
介
し
、
そ
の

八
千
九
百
三
十
四
円
社
会
福
祉
へ
展
示
即
売
会
を
行
い
ま
す
。

廿
』
い
・
と
夕
Ｉ

○
茂
又
成
徳
さ
ん
上
手
綱
と
き
十
一
月
二
十
一
日
出

三
十
万
円
社
会
福
祉
へ
二
十
二
日
⑧

○
岩
崎
義
男
さ
ん
肥
前
町
と
こ
ろ
市
民
体
育
館
、
中
央
公
民
館

五
千
百
十
円
社
会
福
祉
へ
出
品
物
の
申
込
締
切

囮
寄
贈
・
市
民
セ
ン
タ
ー
へ
商
工
関
係
九
月
三
十
日
㈹

○
萩
の
会
（
代
表
米
倉
芳
枝
さ
ん
）
農
業
関
係
十
月
三
十
日
③

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
Ｊ

駅
一

一
割
割
評
蹄
：
砂
一誠一

駅

一
一
卿

》
》
縦
榊
》
卿
輔
畢到
椎
一

一
賄
詞
》
罎
‐
轌
囑
”
岬

岬
嚥
垂
咄
岬
仙
睦
崎
榊
御
》
》
一

一
く
の
高

－
２
－
６
州
幸
一

、
汀
凡
又
金
７
４
９
糸

赫
稲
撫
皿
珈
燗
鯏
萩
“
難
い
役
蝋
一

費

８
宮
４
お
タ
大
中
小
高
高
２
市
査
一

一
糒
柳
一

は
鐸
一

中員
付
く
ン
｜

き
る
人
受
用
程

札
注
一

こ
集
込
汚
胴
一

と
と
募
申
費
行

ｒ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｌ

善
意
仇
藩

縦芸

ハノ

ノ

産
業
祭
の
出
品
物
を

募
集
し
ま
す

水
晶
電
子
時
計

》

へ
、〆

※
詳
し
く
は
、
商
工
課
、
農
林
課
へ

た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

念
二
三
’
二
二
一
内
線
四
五
一

四
六
二

と
き
八
月
十
六
日
⑪

と
こ
ろ
関
根
川
河
口

（
高
萩
ビ
ー
チ
ガ
ー
デ
ン
前
）

主
催
高
萩
明
る
い
社
会
づ
く
り
推

進
協
議
会

※
な
お
、
駐
車
場
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

車
で
の
見
学
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

、晋設舞設 虻期醗溌識‘i織縦識隷

と
う
ろ
う
流
し
と

花
火
大
会

－8月の納税一

段?鍼

『認､罰

市県民税（第2期）

] <:

国民年金（8月分）

納期限8月31日
(昭和62年7月1日現在
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－テレフォンサービス「市政案内」は23-1151 . 1152です一

9月6日

9月13日

9月20日

9月27日

飯島医院|大和側］
渡医院|大和町

十王医院

石病院

滝川医院

十王町

東本町

春日町

22－2235

22－2202

32－3266

23－1711

' 23-3100


